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パターン製作における原型の種類と特徴
はじめに
原型とはパターン（型紙）製作において最初の製
図であり、衣服のパターン製作の土台となるもので
ある。原型には身頃原型、袖原型、スカート原型な
どの基本的なものがあり、そこからまた目的別に、
例えば着丈がヒップ・ラインまであるスローパー原
型を展開してジャケット原型に応用するなど、衣服
製作時の目的に応じて様々な原型が作られ、その製
図方法や考え方もまた様々である。原型と同様、衣
服のパターンの製図方法も様々ではあるが、土台で
ある原型が身体に適合して綺麗なシルエットが作る
ことが出来れば、試着した時の補正が少なく済む。
原型を製図した後、シーチングで立体に組み立て、
着用者に着せてチェックし補正箇所を直し、衣服の
パターンへの展開が望ましい。そのため、使用する
原型の特徴を理解して補正、次のパターン展開へと
進む事が望ましいと考え、身頃原型の考察をするこ
ととした。
身頃原型について
私達が日常に着用している衣服は、人間の身体が
基本となり作られる。人間の身体は曲線が複雑に絡
み合って出来上がった立体であり、それに動きが加
わる。衣服を製作する過程として、まずは最初にパ
ターンを製作し、その後に縫い上げ、完成となるが、
パターンは衣服製作の中の一つの要素として、形を
作り、なおかつ着心地の良さも要求される重要なも
のである。さらに、パターン製作の礎となるものが
原型である。原型は衣服製作の目的により、身頃原
型、袖原型、スカート原型等に大きく分類されるが
身頃原型においても、基本形となるウエスト原型、
スローパー原型などがあり、用途に応じて使い分け
られる。
その中でも、上半身を覆う衣服製作時に使用され
る最も基本的な身頃原型（ウエスト原型）を取り上
げ、製図方法や人の身体への適合性などの特徴につ
いて考察したい。
身頃原型の製図法
身頃原型の製図法には大きく分けて 2通りの方法
がある。ドラフティング法とドレーピング法である。
ドラフティング法とは人体各部位を計測したサイズ
を基に製図を行う方法で、数種類の製図方法がある。
その中でも、割り出し法が最も一般的に使われてい
る製図法で、縦（背丈、肩丈など）の長さと横（バ
スト、前幅、後幅など）の長さ（幅）を基に、身体
のバランスを考慮し、算出された数字で各部分の寸
法を割り出して製図を行う方法である。また、ドラ
フティング法は一般的に平面製図と呼ばれ、製図用
紙を使用して平面から立体的な衣服製作用のパター
ンへと製図を進める。一方、ドレーピング法は、立
体裁断とも呼ばれ、布（シーチング）を使用し、衣
服製作の対象者に合わせたサイズの人台に布を止め
つけ、衣服のシルエットを作る方法である。この 2
種類のパターン作成方法は、平面で衣服のシルエッ
トをイメージしていく方法と、人台上で衣服の形を
確認しながら作成することに方法としての違いがあ
る。これらの製図方法は原型のみではなく、衣服の
製図方法としても使われる。ここでは身頃原型につ
いて、それぞれの方法の特徴を考察する。
パターンと人体の関係
パターンを作成するうえで、まずは人体が着衣し
て活動する事を考えなくてはいけない。衣服は着衣
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した時に、着用者の身体に適合し、日常動作や基本
的な生理機能を妨げない事が第一条件として挙げら
れる、それには人体の構造と人体の動きを把握する
ことが大切である。人体は骨格を土台とし、骨格は
関節によりつながれ、筋が可動域を作る。その上に
脂肪層があり、皮膚によって表面が覆われ人体が形
成されている。また、性差により体型に違いがあり、
その特徴も性差によって大きく異なる。女性の身体
の代表的な特徴は凹凸が多いことであるが、年齢を
重ねるにつれ体型の変化が大きい。このように衣服
作成時には人の身体の構造や体型を考慮することも
大切であるが日常に於いて、様々な動作で生活して
いるため、人体の動きもパターンに反映させる必要
がある。動作に関してはゆとりで対応するが、ゆと
りにも 2種類あり、呼吸のためのゆとりと、シルエッ
ト作りのゆとりに大別される。後者のシルエット作
りのゆとりは衣服の形により変化するので、流行に
影響される。一方の呼吸のためのゆとりは人が生き
ていく上で欠かせないものであるため、身頃原型に
最低限必要な分量を入れる。しかし、このゆとりは
上半身に必要な分量であるため身頃原型にのみ含ま
れ、原型の種類にはそれぞれに必要とされるゆとり
を入れる。このように、ゆとりは身体の部位、身体
の動きに応じて、分量、適切な位置に組み入れる事
が大切である。
次に採寸について述べる。身体に適合して着やす
い衣服のためのパターン作成には正しい採寸が不可
欠である。身体の情報を得るための採寸の方法は
様々な方法があるが、テープ状のメジャーで身体の
部位を細かく採寸する方法が最も一般的である。
身頃原型の作成
原型の作成は対象者のサイズを正しく計り、その
サイズを原型に反映させる事が大切である。今回は
比較対照する目的があるため、対象者を 9号サイズ
の人台とした。人台はNew	Kypris		9AR　Regular
でヌードサイズにゆとりが加えられている既成服用
の人台を使用した。各部の詳細なサイズは表－ 1に
記す。
表－ 1	 （cm）
標準サイズ
New	Kypris
9AR	Regular
首回り 36 36
バスト 84 87
乳下がり 17 17
胸幅 33 32
肩幅 37 38
背幅 34 35.5
背丈 37 38
ドラフティング法（平面製図）とドレーピング法（立
体裁断）
原型は 2種類の製図方法で作成し、同一のサイズ
で平面と立体の双方で製図を行った。写真－ 1はド
ラフティング法による身頃原型の出来上がりで、身
頃原型を製図（図－ 1）した後、原型をシーチング
に写し、シルクピンで組立てたものを人台に着せ付
けて平面製図を立体化させたものを写真－ 1で前身
頃・身頃脇側・後身頃の 3方向から写真で撮ったも
のである。写真－ 3はドレーピング法で製作した身
頃原型である。双方共、身頃のバストライン (B.L)
は糸で印してある。また写真－ 2は後に述べるガ、
写真－ 1で製作したドラフティング法での身頃原型
の出来上がりに（注 1）ダーツを入れ、身体にフィッ
トさせたものである。
図－１：身頃原型製図　ドラフティング法
ドラフティング法での身頃原型は方法により出来
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上がりは様々であるが、今回、サンプルに製作した
戸板女子短期大学の戸板式原型で、ダーツは原型に
は入っていないが、デザインやスタイルによっては
形を作るためのダーツを取る必要がある。また、こ
の製図法での（注 2）バスト・ライン（B.L）は（注
3）アーム・ホールにゆとりを持たせるために、アー
ム・ホールと脇の交差する点からバスト・ラインの
線が出る。そのため、バスト・ポイント（B.P）が
バスト・ラインより下の位置に設定される。バスト・
ラインはバスト・ポイントを基準に、位置が決まる
が、アーム・ホールにゆとりをもたせるため、バス
ト・ラインとアーム・ホールが交差する位置より始
まる。写真－ 1の前身頃の人台にはったテープのバ
スト・ラインよりシーチングのラインが上に位置し
ている、又脇面から見ると前丈が上がっているのが
分かる。これはバスト・ラインとバスト・ポイント
写真－1：ドラフティング法による身頃原型
 前身頃 脇 後身頃
写真－2
 前身頃 脇 後身頃
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位置の関係により起きる現象で、前丈の不足が確認
できる。この場合は前丈の不足分をバスト・ライン
上で修正することにより補正が可能である。後身頃
は所々にゆとりが余ったように浮いているがこれは
ダーツが入っていないため、布が身体から離れてい
る状態である。次にこの原型を身体にフィットさせ
るため、写真－ 1で製作した原型のシーチングを、
それぞれの突起から余った部分をつまんでダーツと
して身体にフィットさせたものが写真－ 2である。
ダーツを取ることにより、平面の布が立体になる。
写真－ 1で考察した前身頃の前丈の不足はダーツを
取り、浮いている部分をたたんだことで解消されて
いるが、これは裾の部分での前後差を、バストのダー
ツとして脇でたたんで前身頃の裾線を直線にしたた
め、ダーツがバストの高さを立体的にカバーされて
いる。この操作により、前丈の不足を補うことがで
きる。このように、ダーツを入れる事で立体として
の衣服は構成される。
ドレーピング法とは人台に直接シーチングを止め
つけ、目で確認しながら衣服の形を作る方法であ
り、出来上がりも立体になるためイメージに近い形
を作る事ができる。写真－ 3は身頃原型の出来上が
りである。ドレーピングでの原型作成は人台上で形
を作っていく作業である。身体にフィットさせるた
め、身体の突起がある位置を始点にダーツが入る。
また、人台上での作業を進めていくため、準備事項
として人台にバスト・ライン、ウエスト・ライン、
ヒップ・ラインに正確にテープをはり、パターンの
基準となる線を狂いなく入れておく必要がある。形
を取るシーチングにも同様にパターン製作上必要な
線を入れたものを準備し、（注 4）地直しをしておく。
形が出来上がったら、シーチングを平面にし、製図
用紙に写しとってパターンとして使用する。そのた
めには正しいラインの入った人台、シーチングを準
備する事が重要である。
写真－ 4が立体化し、原型の形を作ったシーチン
写真－3：ドレーピング法による身頃原型
 前身頃 脇 後身頃
（注 1）ダーツ・・	平面である布を立体である身体にフィットさせるために、身体の凹凸に沿って余った分	
	量を V字状につまみ、縫い合わせたもの。
（注 2）	バスト・ライン・・バストの一番高い位置を水平に一周させた位置。
（注 3）	アーム・ホール・・袖ぐり
（注 4）地直し・・	布地は経糸と横糸が直角に織られている。しかし加工の工程上で歪みが起き、直角の織	
	られていないものがある。その歪みを正すことをいう。
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グを平面にしたもので、図－ 2はそのシーチングを
製図用紙にトレースしたものである。ドレーピング
法で作成したパターンはこの 2通りの工程により、
パターンが完成する。ドレーピング法は先に述べた
ように、人台上に直接生地を止めつけ形を作る事が
できるが、生地を使用して形を作っていくため、人
台に止めつける時に生地が伸びる事がある。そのた
め製図用紙にトレースすると伸びや縮みによる寸法
の差が出ることがある。その差を出さないように技
術を熟練させ、誤差が出ないようにすることが望ま
しい。また、出来上がりのパターンは、縫い合わせ
る部分の長さのチェックや線のつながりを確認する
写真－4：ドレーピングによる身頃原型の平面展開（シーチング）
図－2：身頃原型製図（ドレーピング法）
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必要がある。また、この原型はゆとり無しで作成し
たので、ゆとりを入れる必要がある。ドレーピング
法にはゆとり分を入れながら形を作る方法と出来上
がりにゆとり分を入れる方法の 2通りある。今回の
ように原型の場合、最低限のゆとりを入れれば良い
ので、後からいれる方法を取れば良いが、シルエッ
トを作るためには、ゆとり分を含めたうえでのシル
エットを人台で作る事がイメージ通りの衣服が出来
ると言える。その時、シーチングの地の目と伸びや
ひっぱり過ぎの縮みに注意すべきである。
まとめ
衣服の最も基礎となる原型について比較検討して
きたが、パターンを製作する方法にもそれぞれに一
長一短がある。衣服のパターンを製作する時の方法
は様々であり、製作者の考えに基づいて進められる。
まずは衣服のデザイン、素材、着用者のサイズを基
にパターン製作に入るが、それぞれ個人にとって製
図しやすい方法がとられるであろう。また、衣服に
はゆとりが必要である。ゆとりのない衣服は呼吸も
ままならなくなり、大変着心地の悪い服となる。し
かし、ゆとりの分量に関して着やすさを評価すると
ゆとりに対する評価は個人差があり、ゆったりした
衣服が好みの人、ぴったりした衣服が好みの人と
その幅は大きい。着心地の評価は着用者の感覚で評
価されるため、衣服のパターンを着心地で評価する
のであれば製図したパターンで衣服を製作し、着用
して着心地を評価する事になる。今回、テーマに取
り上げた身頃原型は平面製図に於いて、最も基礎と
なるパターンでその役割は重要である。着心地の良
い衣服を作成するために、まずは土台となる原型を
正確に作図し、原型の段階で着用者に着せ、身体に
フィットしているか、サイズは適合しているか、体
型に合っているかを確認し、修正して、原型の段階
から着用者に合わせていくことが大切である。ド
レーピング法の技術を習得してドラフティング法
（平面製図）によりパターンを作成する方法が作成
時の時間の短縮ができ、出来上がりも予定通りのサ
イズに仕上げる事ができる。ただし、使用する生地
にも縫製時に伸びや縮みが生じる事がある為、衣服
の製作時にはパターンを立体化させ、着用者に着せ
て着心地の評価を得る事が重要であると考える。衣
服は流行によりデザインや素材の変化が見込まれ、
着用者の体型の変化にも考慮が必要である。今回は
身頃原型に焦点をあてて考察したが、身頃以外に
袖、女性の衣服ではスカート原型があり原型の特徴
も様々であるため、今後も様々な条件を満たせるパ
ターン製作のため、考察を続けたい。
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